
診　療　科　　　　　　　月　　　　　火　　　　　水　　　　　木　　　　金　　　　　土

●内科は予約外来となっております。なお、予約外の患者様はしばらくお待ちいただくことがありますのでご了承ください。

●泌尿器科は予約外来となっております。なお、予約外の患者様はしばらくお待ちいただくことがありますのでご了承ください。
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消化器外科・肛門科
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内 科

東洋医学（漢方）センター

睡 眠呼吸障害

小 児 科
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皮 膚 科
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頭痛専門外来

午　前

(神経内科)

午　前

午　前

午　後

午　後

午　後（予約）
第2休診

午　前

午　後

午　前

午　前

午前・午後

午　前

午前・午後

午前・午後
（土は午前）

中　原

五　味

佐　藤

高　坂

松　下

玉　野

川　越

福　島

那須野

葉　山

高　木（光）

市　田

阿治部

村　田

栗　林

栗　林

藤　田

竹　村

串　田

篠　崎

一般内科

一般内科

消化器・一般内科

循環器・一般内科

呼吸器・一般内科

一般内科

循環器内科/心臓超音波（予約）

消化器・一般内科

中　原

長

佐　藤

石　川

高　坂

玉　野

高　木（光）

礒　田

高　野（勝）

森

高　野（勝）

加　藤

長　尾

長　尾

伴

北　村

増　田

串　田

池　田

一般内科

一般内科

血管内科・一般内科

一般内科

一般内科

一般内科

漢方・一般内科

中　原

黒　川

佐　藤

降　籏

小　田

木　村

阿部田

内　海

長　尾

伊志嶺

佐　藤

高山（午前のみ）

野　口

池　田

循環器・一般内科

一般内科

一般内科

糖尿病外来

中　原

横　田

佐　藤

降　籏

松　下

川　越

荻　野

福　島

阿治部

森

竹　森

礒　田

佐　藤

佐　藤

藤　田

青　瀬

串　田

池　田

一般内科

循環器・一般内科

消化器・一般内科

消化器・一般内科

一般内科

一般内科

血管内科・一般内科

中　原

長

佐　藤

石　川

玉　野

礒　田

宮　本

小　林

森

川　越

小笠原

黒　澤

黒　澤

木　村

小　池

串　田

池　田

一般内科

血管内科・一般内科

内分泌内科

神経内科

一般内科

一般内科

神経内科

中　原

黒　川

石　川

高　坂

松　下

長　山

高　木（光）

新　保

森

自治医大

水　野

串　田

池　田

一般内科

一般内科

循環器内科

一般内科

1、3、5

2、4

小　山

当番制

高　木（健）

にいばりの医療・福祉の杜

●発行責任者／渕上　隆

●編 集委 員／飯泉茂徳 椙本洋也 上野敏子 杉田恵美子 
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基本理念

職員募集
協和中央病院グループで働いてみませんか！？（平成24年3月卒業生同時募集）

看護師・薬剤師・言語聴覚士・
介護職（介護福祉士・ヘルパー2級以上）

※見学は随時行っております。お気軽にお電話ください。連絡先/（医）恒貴会：0296-57-7012（直通）人事課　（社）恒徳会：0296-57-5125（代表）すみれ園

編 集 後 記

ホームページアドレス http://www.kokikai.com 皆様のアクセスをお待ちしております！

安心が地域に根ざす協 和 中 央 病 院

茨城県筑西市門井1676番地1
電話0296－57－6131（代）

E-ma i l：kyowa@kok i k a i . c om

療養病床

協 和 南 病 院
茨城県筑西市門井1674番地1
電話0296－57－5133（代）

E-ma i l：m inam i@kok i k a i . c om

・脳神経外科　
・内科　
・呼吸器科　
・外科　
・消化器科　
・整形外科　

・眼科　
・泌尿器科　
・皮膚科　
・小児科　
・麻酔科　
・放射線科　

・リハビリテーション科
・歯科　
・歯科口腔外科
・漢方内科　

介護老人保健施設

協和ヘルシーセンター
茨城県筑西市門井1669番地2
電話0296－57－6030（代）

E-ma i l：hea l t hy@kok i k a i . c om

大和クリニック
茨城県桜川市大国玉2513番地12
電話0296－58－7788（代）

E-ma i l：yamato@kok i k a i . c om

訪問看護ステーション

愛　美　園
茨城県桜川市大国玉2513番地12
電話0296－20－6780（代）

E-ma i l：a i b i e n@kok i k a i . c om

障害者支援施設

す み れ 園
茨城県筑西市門井1677番地21
電話0296－57－5125（代）

E-ma i l：sum i r een@koh tokuka i . j p

障害者支援施設

菫　授　園
茨城県筑西市門井1687番地1
電話0296－57－3400（代）

E-ma i l：k i n j y uen@koh tokuka i . j p

障害者支援施設

桃　香　園
茨城県桜川市大国玉2513番地10
電話0296－58－7870（代）

E-ma i l：tohkaen@koh tokuka i . j p

新型特別養護老人ホーム

恒　幸　園
茨城県筑西市向川澄98番地1
電話0296－57－7268（代）

E-ma i l：koukouen@koh tokuka i . j p

※受付時間《午前の部》

　　　　　月・火・木・金（7：30～11：30）　診療開始　９：00

　　　　　水・土　　　（7：30～11：00）　診療開始　９：00

　歯科・歯科口腔外科　（８：30～11：00）　診療開始　９：00

※水・土の午後及び日・祭日は、休診です。

※診察の際は、保険証をご提出ください。

《午後の部》 皮膚科・眼科（13：30～15：30）　診療開始　14：00

　　　　　内科　　　　（13：30～16：30）　診療開始　14：00

　　　　　小児科　　　（14：30～16：30）　診療開始　15：00

　 歯科・歯科口腔外科   （1３：30～16：０0）　診療開始　1４：00　水の午後も診療します。              

※受付時間外及び休診日に救急診療を希望される方は、

　あらかじめ電話でお問い合わせください。 

QRコード対応携帯電話なら，QRコード
を読み取るだけで「協和中央病院携帯
サイト」のURLが表示されます。

「http://www.kokikai.com/mobile/」
を携帯電話のURL入力欄に入力します。

協和中央病院の携帯サイト
アクセス
方法１

アクセス
方法２

外来診療担当医表 平成23年5月
※7月1日より脳外科の予約時間診療が始まります

目　次
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　ふと耳を傾けるとラジオから震災のニュースの中で、

ある校長先生の話が紹介されました。「人が一番嬉し

いと感じるのは、人を助けた時と助けられた時だと教え

てもらいました」という内容でした。

　当院にも新戦力が加わり、活気ある新年度をスター

トいたしましたが新入職員の皆さんと共に、「相手が不

遇の時にこそ暖かい支援の手を差し伸べる」こういう気

持ちを大切にして働くことができればと思います。皆さ

ん共に頑張りましょう。　　　　　　　　　　　（飯泉）



眼内のCT・MRIともいえるOCT（光干渉断層計）を導入！
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協和中央病院 院長　中原 昇

協和中央病院

　太平洋沖地震は大津波を引き起こし、東北地方に莫大

な被害をもたらしました。当日の地震の揺れをまだ鮮明に

記憶されていると思います。不幸にして亡くなられた方々

に心より追悼の意を表し、そして幸いにも助かった方々に

も力強く生きてほしいと願うばかりです。当院は幸いにも

建物の損傷も軽微で、停電も断水もありませんでした。残

念ながら筑西市民病院は建物の損傷がひどく使用不能と

のこと、また県西総合病院も停電や断水で数日間は診療

に苦労したようです。当日は夜にかけて救急患者で混雑い

たしました。県西地域の2次救急からしばらくの間筑西市

民病院が抜けることになりますので、残った他の病院で補

うことになります。その点ではいろいろな意味で患者さんに

迷惑が及ぶ可能性がありますが、よろしくお願いいたします。

また福島原電の損壊で放射能の影響が報道されておりま

すが当地域は100km以上離れており直接の影響はないと

思いますが、風評被害等で迷惑を被っている方も多くなっ

てきています。いたずらに心配するよりも、早く終息される

ことを願ってください。被災地が元の生活を早く取り戻せ

るよう心より願っております。

協和中央病院　

消化器内科

阿治部 弘成

協和中央病院　

麻酔科

衣川 朋一

　平成23年4月より協和中央病院の麻酔科に勤務するこ

ととなりました衣川朋一と申します。出身大学は奈良県立

医科大学です。主に手術麻酔に従事してきたのですが、

ペインクリニックや救急などにもどんどん参加していきたい

と思っております。今までは樋口部長が一人で手術室を

支えてきたようなので、少しでもお役に立てればと思って

おります。ほとんど手術室にいるので、いろいろな方とお会

いすることが少ないとは思いますが、協和中央病院を中心

に地域医療に貢献できるよう精一杯頑張りたいと思って

おりますのでどうぞよろしくお願いいたします。

東洋医学（漢方）センター外来を開設
　平成23年4月より東洋医学（漢方）

センター外来を開設いたしました。漢

方薬による治療が全てと思われがち

ですが、東洋医学の治療には、1）養

生食、2）気功（運動療法）、3）鍼・灸、

4）漢方薬の4項目があります。これら

4つの治療方法を患者さんの体質に

合わせて用います。

　さらに必要であれば西洋医学療法

との併用療法を行います。西洋医学は

感染症などの原因が科学的に解明さ

れている病気には大変すぐれた治療

成績を示します。一方、東洋医学は、

冷え性、のぼせ、生理痛、食欲低下、怠

感、めまい、風邪にかかりやすいなどの、

西洋医学では十分に説明できないい

病気（自律神経異常、アレルギー、ルモ

ン異常、免疫低下が関与する病気）も

治療可能です。そこでは西洋医学に

加え漢方を専門に研修した医師より、

脈診・舌診・腹診など東洋医学の伝

統的な診療方法に基づいて、個々の

患者さんに最も適した伝統的な漢方

薬による治療を行います。

　いずれも保険が適用となりますので、

経済的負担が少なく専門家の診療が

受けられ、入院による治療も可能です。

現代医学と漢方医学のいい点を組み

合わせることで、より良い治療効果を

生むことが多いと考えてください。こん

な病気が漢方で治るだろうか、と悩む

前にぜひともご相談ください。

東洋医学（漢方）センター外来のご案内
東洋医学（漢方）センター外来（日本東洋医学会認定研修施設）

医師：筑波大学附属病院臨床教授（病院）　　　　　　　加藤 士郎

　　 協和中央病院　日本東洋医学会認定漢方専門医　佐藤 直毅

　　 協和中央病院　内科　　　　　　　　　　　　　玉野 雅裕

　　  顧問　　　 　　日本東洋医学会認定漢方専門医　高山 宏世

診療時間：毎週火曜日午後2時～協和中央病院受付（0296-57-6131）へ

お問い合わせください。よろしくお願いします。

　OCTとは、SLO（走査型レーザー検眼

鏡）にて微弱なレーザー光を高速走査

して眼底からの反射光を高感度な素

子で検出しているので副作用などなく

安全に検査できる機器です。

　適応疾患ですが、加齢黄斑変性、

黄斑円孔、黄斑上膜、糖尿病網膜症、

緑内障、網膜剥離などの、黄斑疾患や、

網膜疾患に用いられます。

協和中央病院　検査科主任　犬塚 健二

図1

図2

図5

図3

図4

図1の左側は、黄斑疾患・網膜疾患などの網膜（カメラで言うとフィルムの部分）の全層厚さ

を検査し、正常眼より薄い、または厚くなっているかを検査します。図1の右側は、緑内障の検

査で用いられ、網膜の上3層の厚さを検査しています。

図2は、図1を3D化したものです。

図5は、断層写真になります。黄斑部（中心窩）

を中心にクロス（垂直・水平方向）した検査

画像。中央にある窪みの部位が中心窩で、

視力が一番出る部位になります。

図4は、図3を3D化したものです。

図3は、緑内障に用いられる検査で視神経

乳頭の周囲の網膜の厚さ検査。

上記の図は、すべて正常眼になります。

　4月より協和中央病院にお世話になります阿治部です。

出身は九州の佐賀県です。自治医大卒業後、地元で地域

医療に従事しておりましたが、専門分野を習得したく、自

治医大消化器内科で6年間研鑽を積んでまいりました。こ

の協和中央病院は各科先生方、看護師を含めたコメディ

カルが精力的に診療に当たっているのが印象で、自分も

早くこのチーム医療の輪に溶け込むよう努力してまいりた

いと思います。今まで培ってきた技術や経験を総動員して、

筑西地区の地域医療の一端を担えるよう頑張りますので

よろしくお願いします。

News!News! 眼内のCT・MRIともいえるOCT（光干渉断層計）を導入！
―緑内障や糖尿病網膜症の病気の診断、治療方針を速やかに判断―

震災復興は地域の
医療連携から

2名の新戦力でさらに診療パワーアップ！

　協和中央病院では内科と消化器外科が連携し、食道・胃・大腸疾患

の早期発見として、先端技術の内視鏡検査を積極的に施行しておりま

す。ポリープはもちろん、早期癌であれば内視鏡治療が可能な場合もあ

ります。また、消化器外科医との連携により、手術の必要症例には迅速

に対処し、治療成績の向上を目指しています。（内科・消化器外科より）

　協和中央病院では麻酔科の医師増

員により手術中の麻酔管理及び頭痛・

首・肩・腰痛・足の痛みなどの治療を

行う痛みの外来（ペインクリニック）を

充実させていきます。（麻酔科より）

内科と消化器外科が連携 麻酔科の充実

あじべ　　ひろなり きぬかわ　ともかず
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協和中央病院 院長　中原 昇

協和中央病院

　太平洋沖地震は大津波を引き起こし、東北地方に莫大

な被害をもたらしました。当日の地震の揺れをまだ鮮明に

記憶されていると思います。不幸にして亡くなられた方々

に心より追悼の意を表し、そして幸いにも助かった方々に

も力強く生きてほしいと願うばかりです。当院は幸いにも

建物の損傷も軽微で、停電も断水もありませんでした。残

念ながら筑西市民病院は建物の損傷がひどく使用不能と

のこと、また県西総合病院も停電や断水で数日間は診療

に苦労したようです。当日は夜にかけて救急患者で混雑い

たしました。県西地域の2次救急からしばらくの間筑西市

民病院が抜けることになりますので、残った他の病院で補

うことになります。その点ではいろいろな意味で患者さんに

迷惑が及ぶ可能性がありますが、よろしくお願いいたします。

また福島原電の損壊で放射能の影響が報道されておりま

すが当地域は100km以上離れており直接の影響はないと

思いますが、風評被害等で迷惑を被っている方も多くなっ

てきています。いたずらに心配するよりも、早く終息される

ことを願ってください。被災地が元の生活を早く取り戻せ

るよう心より願っております。

協和中央病院　

消化器内科

阿治部 弘成

協和中央病院　

麻酔科

衣川 朋一

　平成23年4月より協和中央病院の麻酔科に勤務するこ

ととなりました衣川朋一と申します。出身大学は奈良県立

医科大学です。主に手術麻酔に従事してきたのですが、

ペインクリニックや救急などにもどんどん参加していきたい

と思っております。今までは樋口部長が一人で手術室を

支えてきたようなので、少しでもお役に立てればと思って

おります。ほとんど手術室にいるので、いろいろな方とお会

いすることが少ないとは思いますが、協和中央病院を中心

に地域医療に貢献できるよう精一杯頑張りたいと思って

おりますのでどうぞよろしくお願いいたします。

東洋医学（漢方）センター外来を開設
　平成23年4月より東洋医学（漢方）

センター外来を開設いたしました。漢

方薬による治療が全てと思われがち

ですが、東洋医学の治療には、1）養

生食、2）気功（運動療法）、3）鍼・灸、

4）漢方薬の4項目があります。これら

4つの治療方法を患者さんの体質に

合わせて用います。

　さらに必要であれば西洋医学療法

との併用療法を行います。西洋医学は

感染症などの原因が科学的に解明さ

れている病気には大変すぐれた治療

成績を示します。一方、東洋医学は、

冷え性、のぼせ、生理痛、食欲低下、怠

感、めまい、風邪にかかりやすいなどの、

西洋医学では十分に説明できないい

病気（自律神経異常、アレルギー、ルモ

ン異常、免疫低下が関与する病気）も

治療可能です。そこでは西洋医学に

加え漢方を専門に研修した医師より、

脈診・舌診・腹診など東洋医学の伝

統的な診療方法に基づいて、個々の

患者さんに最も適した伝統的な漢方

薬による治療を行います。

　いずれも保険が適用となりますので、

経済的負担が少なく専門家の診療が

受けられ、入院による治療も可能です。

現代医学と漢方医学のいい点を組み

合わせることで、より良い治療効果を

生むことが多いと考えてください。こん

な病気が漢方で治るだろうか、と悩む

前にぜひともご相談ください。

東洋医学（漢方）センター外来のご案内
東洋医学（漢方）センター外来（日本東洋医学会認定研修施設）

医師：筑波大学附属病院臨床教授（病院）　　　　　　　加藤 士郎

　　 協和中央病院　日本東洋医学会認定漢方専門医　佐藤 直毅

　　 協和中央病院　内科　　　　　　　　　　　　　玉野 雅裕

　　  顧問　　　 　　日本東洋医学会認定漢方専門医　高山 宏世

診療時間：毎週火曜日午後2時～協和中央病院受付（0296-57-6131）へ

お問い合わせください。よろしくお願いします。

　OCTとは、SLO（走査型レーザー検眼

鏡）にて微弱なレーザー光を高速走査

して眼底からの反射光を高感度な素

子で検出しているので副作用などなく

安全に検査できる機器です。

　適応疾患ですが、加齢黄斑変性、

黄斑円孔、黄斑上膜、糖尿病網膜症、

緑内障、網膜剥離などの、黄斑疾患や、

網膜疾患に用いられます。

協和中央病院　検査科主任　犬塚 健二

図1

図2

図5

図3

図4

図1の左側は、黄斑疾患・網膜疾患などの網膜（カメラで言うとフィルムの部分）の全層厚さ

を検査し、正常眼より薄い、または厚くなっているかを検査します。図1の右側は、緑内障の検

査で用いられ、網膜の上3層の厚さを検査しています。

図2は、図1を3D化したものです。

図5は、断層写真になります。黄斑部（中心窩）

を中心にクロス（垂直・水平方向）した検査

画像。中央にある窪みの部位が中心窩で、

視力が一番出る部位になります。

図4は、図3を3D化したものです。

図3は、緑内障に用いられる検査で視神経

乳頭の周囲の網膜の厚さ検査。

上記の図は、すべて正常眼になります。

　4月より協和中央病院にお世話になります阿治部です。

出身は九州の佐賀県です。自治医大卒業後、地元で地域

医療に従事しておりましたが、専門分野を習得したく、自

治医大消化器内科で6年間研鑽を積んでまいりました。こ

の協和中央病院は各科先生方、看護師を含めたコメディ

カルが精力的に診療に当たっているのが印象で、自分も

早くこのチーム医療の輪に溶け込むよう努力してまいりた

いと思います。今まで培ってきた技術や経験を総動員して、

筑西地区の地域医療の一端を担えるよう頑張りますので

よろしくお願いします。

News!News! 眼内のCT・MRIともいえるOCT（光干渉断層計）を導入！
―緑内障や糖尿病網膜症の病気の診断、治療方針を速やかに判断―

震災復興は地域の
医療連携から

2名の新戦力でさらに診療パワーアップ！

　協和中央病院では内科と消化器外科が連携し、食道・胃・大腸疾患

の早期発見として、先端技術の内視鏡検査を積極的に施行しておりま

す。ポリープはもちろん、早期癌であれば内視鏡治療が可能な場合もあ

ります。また、消化器外科医との連携により、手術の必要症例には迅速

に対処し、治療成績の向上を目指しています。（内科・消化器外科より）

　協和中央病院では麻酔科の医師増

員により手術中の麻酔管理及び頭痛・

首・肩・腰痛・足の痛みなどの治療を

行う痛みの外来（ペインクリニック）を

充実させていきます。（麻酔科より）

内科と消化器外科が連携 麻酔科の充実

あじべ　　ひろなり きぬかわ　ともかず
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導入に向けて
オーダリングシステム

協和中央病院　外来医事情報課　稲葉 忠良

　平成23年3月1日に、オーダリングシ

ステム導入に向けての一歩として、新

しい医事会計システムを導入しました。

患者様には、職員がシステムに慣れる

まで、待ち時間が長くなるなどご迷惑

をおかけしますが、ご理解くださいます

ようお願いいたします。

　オーダリングシステムとは、紙に手書

きで作成している検査伝票や、処方箋

の内容を、コンピューターに入力するこ

とによって、関連部門も連動し、診察か

ら医事会計までを、電子化するシステ

ムのことです。電子化により、診察から

医事会計にかかる処理作業がスピー

ディーに行われるというメリットがあり

ます。

協和中央病院 恒徳会だより

　恒徳会では、23年4月よりホームペ

ージを開設しました。

　ホームページは、法人のトップページ

と各4施設のページ構成で、各施設の

ページでは、施設概要や実施事業の

紹介をはじめ、各施設の特色や雰囲

気を感じていただけるように館内写真

や施設活動の様子、求人募集情報など、

さまざまな情報を掲載しております。

　また、お知らせのコーナーでは、イン

ターネットという情報発信の特性を生

かし、施設からのお知らせや行事など

の活動の様子等を随時掲載していき

たいと考えておりますので、ぜひご覧

いただきたいと思います。

　ホームページをご覧いただき、ご意

見やご感想、ご利用の相談や施設の

見学希望等がございましたら、各施設

のウェブページ上からお気軽にお問い

合わせください。

ホームページを開設しました！
桃香園　事務員　廣瀬 俊樹

　現在、マスコミ等で話題になってお

ります福祉機器としてのロボット技術

を体験するため、今回、サイバーダイン

株式会社が研究しているロボットスー

ツHAL（ハル）を体験させていただきま

した。

　今回は両脚型の体験でしたが、実

物を見た第一印象としては、重そうで

それを装着して本当に歩くことができ

るのか心配になりました。

　ロボットスーツHAL両脚型の重さは

12ｋｇあるとのことで実際に装着をして

みると、やはり重量感を感じました。し

かし、このHALは脳からの微弱な電気

信号を読み取り筋肉の動きを補助し

てくれるため、いざ歩き出してみるとス

ーツの重さを全く感じることなく歩き

出すことができました。初めての体験

でしたので、最初はぎこちない歩き方

になってしまいましたが、徐々に慣れ終

わりの頃には階段の上り下りまででき

るようになりました。脚を動かしたいと

いった自分の思い通りの動作を補助し

てくれ、楽に脚を動かすことができ驚

きを感じました。

　今後、ロボットスーツHALのような福

祉用ロボットやさまざまな福祉機器が

普及することで、身体機能に障害があ

る方への自立支援や介護支援などと

いった医療・福祉の環境が大きく変わ

っていくのではないかと思いました。

ロボットスーツHALロボットスーツHALを体験して 桃香園　生活支援員　

　　　　　　石川 博康

携帯やパソコンから下記の方法で検索できます。

恒徳会各施設のメールアドレスが変更になりました。新しいメールアドレスをお知ら
せしますので、お手数ですが登録変更をよろしくお願いいたします。メールアドレスの

変更について
メールアドレスの
変更について

（検索エンジン）

社会福祉法人恒徳会　すみれ園・菫授園・桃香園・恒幸園

恒徳会 検索

再来受付機も新しくなりました

職業人に学ぶ会に
参加してきました

　平成22年11月に筑西市立

下館中学校で行われた「職業

人に学ぶ会」に協和中央病院

看護部の冨田明子が講師とし

て参加させていただきました。

下館中学校では職業に携わっ

ている方から話を聞くことによ

って、生徒の正しい職業観や勤労観の育成につなげることを目的として、

講演会を行っているそうです。今回、下館中学校からのお礼文とともに

生徒さんたちが書いた「職業人の話を聞いて心に響いたこと・学んだこと」

という感想が届きましたので紹介させていただきます。

すみれ園
sumireen@kohtokukai.jp

菫授園
kinjyuen@kohtokukai.jp

恒幸園
koukouen@kohtokukai.jp

桃香園
tohkaen@kohtokukai.jp
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導入に向けて
オーダリングシステム

協和中央病院　外来医事情報課　稲葉 忠良

　平成23年3月1日に、オーダリングシ

ステム導入に向けての一歩として、新

しい医事会計システムを導入しました。

患者様には、職員がシステムに慣れる

まで、待ち時間が長くなるなどご迷惑

をおかけしますが、ご理解くださいます

ようお願いいたします。

　オーダリングシステムとは、紙に手書

きで作成している検査伝票や、処方箋

の内容を、コンピューターに入力するこ

とによって、関連部門も連動し、診察か

ら医事会計までを、電子化するシステ

ムのことです。電子化により、診察から

医事会計にかかる処理作業がスピー

ディーに行われるというメリットがあり

ます。

協和中央病院 恒徳会だより

　恒徳会では、23年4月よりホームペ

ージを開設しました。

　ホームページは、法人のトップページ

と各4施設のページ構成で、各施設の

ページでは、施設概要や実施事業の

紹介をはじめ、各施設の特色や雰囲

気を感じていただけるように館内写真

や施設活動の様子、求人募集情報など、

さまざまな情報を掲載しております。

　また、お知らせのコーナーでは、イン

ターネットという情報発信の特性を生

かし、施設からのお知らせや行事など

の活動の様子等を随時掲載していき

たいと考えておりますので、ぜひご覧

いただきたいと思います。

　ホームページをご覧いただき、ご意

見やご感想、ご利用の相談や施設の

見学希望等がございましたら、各施設

のウェブページ上からお気軽にお問い

合わせください。

ホームページを開設しました！
桃香園　事務員　廣瀬 俊樹

　現在、マスコミ等で話題になってお

ります福祉機器としてのロボット技術

を体験するため、今回、サイバーダイン

株式会社が研究しているロボットスー

ツHAL（ハル）を体験させていただきま

した。

　今回は両脚型の体験でしたが、実

物を見た第一印象としては、重そうで

それを装着して本当に歩くことができ

るのか心配になりました。

　ロボットスーツHAL両脚型の重さは

12ｋｇあるとのことで実際に装着をして

みると、やはり重量感を感じました。し

かし、このHALは脳からの微弱な電気

信号を読み取り筋肉の動きを補助し

てくれるため、いざ歩き出してみるとス

ーツの重さを全く感じることなく歩き

出すことができました。初めての体験

でしたので、最初はぎこちない歩き方

になってしまいましたが、徐々に慣れ終

わりの頃には階段の上り下りまででき

るようになりました。脚を動かしたいと

いった自分の思い通りの動作を補助し

てくれ、楽に脚を動かすことができ驚

きを感じました。

　今後、ロボットスーツHALのような福

祉用ロボットやさまざまな福祉機器が

普及することで、身体機能に障害があ

る方への自立支援や介護支援などと

いった医療・福祉の環境が大きく変わ

っていくのではないかと思いました。

ロボットスーツHALロボットスーツHALを体験して 桃香園　生活支援員　

　　　　　　石川 博康

携帯やパソコンから下記の方法で検索できます。

恒徳会各施設のメールアドレスが変更になりました。新しいメールアドレスをお知ら
せしますので、お手数ですが登録変更をよろしくお願いいたします。メールアドレスの

変更について
メールアドレスの
変更について

（検索エンジン）

社会福祉法人恒徳会　すみれ園・菫授園・桃香園・恒幸園
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再来受付機も新しくなりました

職業人に学ぶ会に
参加してきました

　平成22年11月に筑西市立

下館中学校で行われた「職業

人に学ぶ会」に協和中央病院

看護部の冨田明子が講師とし

て参加させていただきました。

下館中学校では職業に携わっ

ている方から話を聞くことによ

って、生徒の正しい職業観や勤労観の育成につなげることを目的として、

講演会を行っているそうです。今回、下館中学校からのお礼文とともに

生徒さんたちが書いた「職業人の話を聞いて心に響いたこと・学んだこと」

という感想が届きましたので紹介させていただきます。

すみれ園
sumireen@kohtokukai.jp

菫授園
kinjyuen@kohtokukai.jp

恒幸園
koukouen@kohtokukai.jp

桃香園
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社会福祉法人

医療法人

恒 徳 会

恒 貴 会

看護部

すみれ園

恒幸園 桃香園

医療技術部

十年勤続表彰者

恒貴会

恒徳会

平成23年度は、

30名の新入職員を迎えました。

１日も早く皆さまに顔と名前を

覚えていただけるようにがんばりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

氏名と職種に続き、本人自筆の座右の銘や

意気込みを掲載しました。

平成23年4月1日、十年勤続者

恒貴会11名、恒徳会3名、計14名が

表彰されました。

新入
職員

平成
23年度森　直子

看護師
市塚　真矢
看護師

鈴木　仁実
看護師

今村　沙織
看護師

小林　由紀子
看護師

鈴木　裕美
看護師

小林　真樹
看護師

加藤　寛子
看護師

大塚　美佐子
看護師

庄司　厚子
看護師

鈴木　弥生
看護助手 

天ヶ谷　直之
介護福祉士

辻　純子 
介護福祉士

相澤　直輝
介護士

森田　淳子
介護士

叶　まゆみ
介護士

小島　惠子
介護士

鈴木　かおる
理学療法士

軽部　真人
理学療法士

信戸　正美
理学療法士

木瀬　貴博
理学療法士

畠山　涼 
作業療法士

足立　まり子
医療ソーシャルワーカー

藤平　安啓
医療ソーシャルワーカー

武内　芳夫
生活支援員

草間　ゆりこ
生活支援員

戸石　夏姫
生活支援員

鈴木　伸弥
生活支援員

塚田　美穂
ケアワーカー

松本　詩央里
ケアワーカー

高山　由美子　協和ヘルシーセンター　看護部

安達　満江　　協和南病院　看護部

小口　秋子　　協和中央病院　新館3階病棟

美野輪　智子　協和南病院　リハビリテーション科

平間　秀光　　協和中央病院　薬剤科

海老澤　尚子　協和南病院　看護部

藤田　拓実　　協和ヘルシーセンター　看護部　

柳沼　紀美子　協和中央病院　リハビリテーション科通所リハビリ

栗崎　幸恵　　協和ヘルシーセンター　看護部

　嶋　祥子　　協和南病院　栄養管理科

塚田　修一　　協和中央病院　入院医事情報課

藤田　華枝　　すみれ園

鈴木　公恵　　桃香園

大月　由美　　桃香園
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社会福祉法人

医療法人

恒 徳 会

恒 貴 会

看護部

すみれ園

恒幸園 桃香園

医療技術部

十年勤続表彰者

恒貴会

恒徳会

平成23年度は、

30名の新入職員を迎えました。

１日も早く皆さまに顔と名前を

覚えていただけるようにがんばりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。

氏名と職種に続き、本人自筆の座右の銘や

意気込みを掲載しました。

平成23年4月1日、十年勤続者

恒貴会11名、恒徳会3名、計14名が

表彰されました。

新入
職員

平成
23年度森　直子

看護師
市塚　真矢
看護師

鈴木　仁実
看護師

今村　沙織
看護師

小林　由紀子
看護師

鈴木　裕美
看護師

小林　真樹
看護師

加藤　寛子
看護師

大塚　美佐子
看護師

庄司　厚子
看護師

鈴木　弥生
看護助手 

天ヶ谷　直之
介護福祉士

辻　純子 
介護福祉士

相澤　直輝
介護士

森田　淳子
介護士

叶　まゆみ
介護士

小島　惠子
介護士

鈴木　かおる
理学療法士

軽部　真人
理学療法士

信戸　正美
理学療法士

木瀬　貴博
理学療法士

畠山　涼 
作業療法士

足立　まり子
医療ソーシャルワーカー

藤平　安啓
医療ソーシャルワーカー

武内　芳夫
生活支援員

草間　ゆりこ
生活支援員

戸石　夏姫
生活支援員

鈴木　伸弥
生活支援員

塚田　美穂
ケアワーカー

松本　詩央里
ケアワーカー

高山　由美子　協和ヘルシーセンター　看護部

安達　満江　　協和南病院　看護部

小口　秋子　　協和中央病院　新館3階病棟

美野輪　智子　協和南病院　リハビリテーション科

平間　秀光　　協和中央病院　薬剤科

海老澤　尚子　協和南病院　看護部

藤田　拓実　　協和ヘルシーセンター　看護部　

柳沼　紀美子　協和中央病院　リハビリテーション科通所リハビリ

栗崎　幸恵　　協和ヘルシーセンター　看護部

　嶋　祥子　　協和南病院　栄養管理科

塚田　修一　　協和中央病院　入院医事情報課

藤田　華枝　　すみれ園

鈴木　公恵　　桃香園

大月　由美　　桃香園



診　療　科　　　　　　　月　　　　　火　　　　　水　　　　　木　　　　金　　　　　土

●内科は予約外来となっております。なお、予約外の患者様はしばらくお待ちいただくことがありますのでご了承ください。

●泌尿器科は予約外来となっております。なお、予約外の患者様はしばらくお待ちいただくことがありますのでご了承ください。

1

2

1

2

3

1

2

3

5

7

1

2

3

1

2

3

脳 外 科

外 科
消化器外科・肛門科

血管外科

内 科

東洋医学（漢方）センター

睡 眠呼吸障害

小 児 科

整 形 外 科

痛 み の 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

眼 科

歯 科
歯科口腔外科

頭痛専門外来

午　前

(神経内科)

午　前

午　前

午　後

午　後

午　後（予約）
第2休診

午　前

午　後

午　前

午　前

午前・午後

午　前

午前・午後

午前・午後
（土は午前）

中　原

五　味

佐　藤

高　坂

松　下

玉　野

川　越

福　島

那須野

葉　山

高　木（光）

市　田

阿治部

村　田

栗　林

栗　林

藤　田

竹　村

串　田

篠　崎

一般内科

一般内科

消化器・一般内科

循環器・一般内科

呼吸器・一般内科

一般内科

循環器内科/心臓超音波（予約）

消化器・一般内科

中　原

長

佐　藤

石　川

高　坂

玉　野

高　木（光）

礒　田

高　野（勝）

森

高　野（勝）

加　藤

長　尾

長　尾

伴

北　村

増　田

串　田

池　田

一般内科

一般内科

血管内科・一般内科

一般内科

一般内科

一般内科

漢方・一般内科

中　原

黒　川

佐　藤

降　籏

小　田

木　村

阿部田

内　海

長　尾

伊志嶺

佐　藤

高山（午前のみ）

野　口

池　田

循環器・一般内科

一般内科

一般内科

糖尿病外来

中　原

横　田

佐　藤

降　籏

松　下

川　越

荻　野

福　島

阿治部

森

竹　森

礒　田

佐　藤

佐　藤

藤　田

青　瀬

串　田

池　田

一般内科

循環器・一般内科

消化器・一般内科

消化器・一般内科

一般内科

一般内科

血管内科・一般内科

中　原

長

佐　藤

石　川

玉　野

礒　田

宮　本

小　林

森

川　越

小笠原

黒　澤

黒　澤

木　村

小　池

串　田

池　田

一般内科

血管内科・一般内科

内分泌内科

神経内科

一般内科

一般内科

神経内科

中　原

黒　川

石　川

高　坂

松　下

長　山

高　木（光）

新　保

森

自治医大

水　野

串　田

池　田

一般内科

一般内科

循環器内科

一般内科

1、3、5

2、4

小　山

当番制

高　木（健）

にいばりの医療・福祉の杜

●発行責任者／渕上　隆

●編 集委 員／飯泉茂徳 椙本洋也 上野敏子 杉田恵美子 

　　　　　　　菱沼勝巳 北野祐美 鈴木克也 久野芳照

相
手
の
立
場
に
立
つ

基本理念

職員募集
協和中央病院グループで働いてみませんか！？（平成24年3月卒業生同時募集）

看護師・薬剤師・言語聴覚士・
介護職（介護福祉士・ヘルパー2級以上）

※見学は随時行っております。お気軽にお電話ください。連絡先/（医）恒貴会：0296-57-7012（直通）人事課　（社）恒徳会：0296-57-5125（代表）すみれ園

編 集 後 記

ホームページアドレス http://www.kokikai.com 皆様のアクセスをお待ちしております！

安心が地域に根ざす協 和 中 央 病 院

茨城県筑西市門井1676番地1
電話0296－57－6131（代）

E-ma i l：kyowa@kok i k a i . c om

療養病床

協 和 南 病 院
茨城県筑西市門井1674番地1
電話0296－57－5133（代）

E-ma i l：m inam i@kok i k a i . c om

・脳神経外科　
・内科　
・呼吸器科　
・外科　
・消化器科　
・整形外科　

・眼科　
・泌尿器科　
・皮膚科　
・小児科　
・麻酔科　
・放射線科　

・リハビリテーション科
・歯科　
・歯科口腔外科
・漢方内科　

介護老人保健施設

協和ヘルシーセンター
茨城県筑西市門井1669番地2
電話0296－57－6030（代）

E-ma i l：hea l t hy@kok i k a i . c om

大和クリニック
茨城県桜川市大国玉2513番地12
電話0296－58－7788（代）

E-ma i l：yamato@kok i k a i . c om

訪問看護ステーション

愛　美　園
茨城県桜川市大国玉2513番地12
電話0296－20－6780（代）

E-ma i l：a i b i e n@kok i k a i . c om

障害者支援施設

す み れ 園
茨城県筑西市門井1677番地21
電話0296－57－5125（代）

E-ma i l：sum i r een@koh tokuka i . j p

障害者支援施設

菫　授　園
茨城県筑西市門井1687番地1
電話0296－57－3400（代）

E-ma i l：k i n j y uen@koh tokuka i . j p

障害者支援施設

桃　香　園
茨城県桜川市大国玉2513番地10
電話0296－58－7870（代）

E-ma i l：tohkaen@koh tokuka i . j p

新型特別養護老人ホーム

恒　幸　園
茨城県筑西市向川澄98番地1
電話0296－57－7268（代）

E-ma i l：koukouen@koh tokuka i . j p

※受付時間《午前の部》

　　　　　月・火・木・金（7：30～11：30）　診療開始　９：00

　　　　　水・土　　　（7：30～11：00）　診療開始　９：00

　歯科・歯科口腔外科　（８：30～11：00）　診療開始　９：00

※水・土の午後及び日・祭日は、休診です。

※診察の際は、保険証をご提出ください。

《午後の部》 皮膚科・眼科（13：30～15：30）　診療開始　14：00

　　　　　内科　　　　（13：30～16：30）　診療開始　14：00

　　　　　小児科　　　（14：30～16：30）　診療開始　15：00

　 歯科・歯科口腔外科   （1３：30～16：０0）　診療開始　1４：00　水の午後も診療します。              

※受付時間外及び休診日に救急診療を希望される方は、

　あらかじめ電話でお問い合わせください。 

QRコード対応携帯電話なら，QRコード
を読み取るだけで「協和中央病院携帯
サイト」のURLが表示されます。

「http://www.kokikai.com/mobile/」
を携帯電話のURL入力欄に入力します。

協和中央病院の携帯サイト
アクセス
方法１

アクセス
方法２

外来診療担当医表 平成23年5月
※7月1日より脳外科の予約時間診療が始まります
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　ふと耳を傾けるとラジオから震災のニュースの中で、

ある校長先生の話が紹介されました。「人が一番嬉し

いと感じるのは、人を助けた時と助けられた時だと教え

てもらいました」という内容でした。

　当院にも新戦力が加わり、活気ある新年度をスター

トいたしましたが新入職員の皆さんと共に、「相手が不

遇の時にこそ暖かい支援の手を差し伸べる」こういう気

持ちを大切にして働くことができればと思います。皆さ

ん共に頑張りましょう。　　　　　　　　　　　（飯泉）


